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この報告書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託をうけて、

平成 4・ 5年度に実施した一般県道米子伯太線道路改良工事に伴う埋蔵

文化財調査の結果をまとめたものです。

調査地は県内でも古代遺跡など豊富な文化財が今に残る安来の地の中

でも、鳥取県と島根県の県境に位置し、国道 9号線・ 」R山陰本線が近

隣を通過するなど交通の一大要衝として、古代から繁栄したことが伺え

ます。

調査は安来市吉佐町石田に所在する石田遺跡について実施し、狭い範

囲ながら古墳時代初頭の溝 1条を検出しました。

わずかではありますが、伯者との国境に近い吉佐の歴史を探る上で、

貴重な資料を提出するもので、地域の歴史や文化財に対する理解の手掛

りとして、広く一般の方々のお役立てば幸いと思います。

なお、発掘調査および本書の刊行にあたって多くのご協力を頂いた、

島根県土木部ならびに関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平 成 6年 3月

島 根 県 教 育 委 員 会

教育長 今 岡 義 治



例
。本書は島根県土木都道路課の委託を受けて、島根県教育委員会が1992。 1993(平成 4・ 5)

年度に実施した、一般県道米子伯太線緊急地方道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の調査

報告書である。

・調査組織は次の通りである。

調査主体 島根県教育委員会

平成 4(1992)年 度

事務局 目次理雄 (文化課長)、 山根成二 (同課長補佐)、 勝部昭 (埋蔵文化財調査センター働

久家儀夫 (同課長補佐)、 工藤直樹 (同企画調整係主事)、 田部利夫 (島根県教育文化

財団嘱託)

調査員 卜部吉博 (文化課主幹 く埋蔵文化財調査センター調査第 2係長〉)、 丹羽野裕 (同主

事)、 大庭俊次 (同主事)、 佐々木聡 (同教諭兼主事)

平成 5(1993)年度

事務局 広沢卓嗣 (文化課長)、 山根成二 (同課長補佐)、 勝部昭 (埋蔵文化財調査センターD
久家儀夫 (同課長補佐)、 工藤直樹 (同企画調整係主事)、 田部利夫 (島根県教育文化

財団嘱託)

調査員 卜部吉博 (文化課主幹 〈埋蔵文化財調査センター調査第 2係長〉)、 岩橋孝典 (同主

事)、 花井浩 (同講師兼主事)

3・ 遺物の整理・実測には岩橋 。花井があたり、野中洋子・桑谷美代恵の協力を得た。

4・ 遺物写真の撮影は錦田剛志 (同調査 2係主事)・ 花井の協力を得て岩橋が行なった。

5。 挿図中の方位は、国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方位である。

6・ 本書の編集は、文化課職員の協力を得て岩橋が行ない、各文責は目次欄に記載 した。

7・ 本遺跡出土遺物及び実測図・写真は島根県埋蔵文化財調査センターで保管 している。
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第 1章 調査の経緯

平成 4年度に島根県広瀬土木事務所から島根県教育委員会に対して一般県道米子―伯太線改良工

事予定地内に遺跡がありそうなので発掘調査を実施してほしい旨の依頼があった。当該の場所は、

安来市吉佐町地内にあり、ちょうど一般県道米子―伯太線改良工事予定地と国道 9号線バイパス

(安来道路)予定地とが交差する辺りであり、安来道路では平成 5年度に石田遺跡として発掘調査

を予定していたところの隣接地なので、発掘調査が必要と考えられた。島根県教育委員会では、年

度の途中であり既に全ての調査員がそれぞれの現場に貼りついている状況であったが、一方では県

道が安来道路の工事のアクセス道路としての性格を持っており工事が急がれることから対応に苦慮

した。

島根県土木部道路課と教育委員会文化課で協議を重ねた結果、平成 4年度はこの部分の石田遺跡

の範囲確認調査を教育委員会文化課埋蔵文化財調査センターで実施することになった。これを受け

て、平成 4年 9月 10日 付けで道路課から文化課に正式な調査依頼があり、同9月 28日付けで島根県

知事と島根県教育委員会教育長との間で調査の契約を取り交わした。

現地での調査は平成 4年 11月 16日 から11月 26日 まで行なった。まず、県道建設予定地内のうち

1,400だ の区域内に水田の区画に沿って大小12本のトレンチを設定 し範囲確認調査を行なった。そ

の結果南側の同遺跡内一般国道 9号 (安来道路)建設予定地に接する560∬の区域において、水田

耕作±35clll前後と数mに及ぶ亜円礫層に挟まれたごく薄い遺物包含層 (10～ 20cal)を確認 した。こ

の層からは6世紀後半ごろと思われる須恵器蓋杯の蓋と土師器甕の小片、黒曜石の剰片などが出土

した。このことにより、双方協議を行なって、平成 5年度に本調査を実施することになった。本調

査は平成 5年 6月 10日 付けで契約を行ない同10月 25日 から11月 17日 まで行なった。

第 2章 位置と環境

石田遺跡は島根県安来市吉佐町字石田に所在する。安来市吉佐町は島根県の東端で鳥取県米子市

に隣接しており、そのなかでもこの遺跡は同町内の東にあり、県境のごく近くに位置している。

本遺跡は、東に鳥取県との県境にあたる国吉山などの丘陵が南北に延び、西には平ラⅡ遺跡・吉

佐山根 1号墳 Ql)・ 穴神横穴墓群が存在する丘陵に遮られた地形を呈 し、両丘陵の谷間を縫って、

―
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南から御茶屋川が吉佐の小平野に流れ出る標高約 8mの低地に広がる水田・畑部分にあたる。現在

遺跡から北の中海までは直線で700mの距離があるが、古代においてはさらに遺跡近 くまで湾入 し

ていたものと考えられる。

周辺には数多くの遺跡が存在しているが、調査例は少なく、内容が知られているのは古墳が主で

あった。 しかし、最近の調査で石田遺跡の東側に隣接しているカンボウ遺跡より弥生時代中期から

後期にかけての遺物が検出されたことにより、石田遺跡周辺でもそのころから人々が定着していた

ことが伺える。

また、国吉山の北に延びる丘陵先端部にあった古墳時代前期の八幡山古墳や今年度調査を行なっ

た吉佐山根 1号墳は箱式石棺を主体部に持つもので西方の荒島古墳群などよりは前代の伝統をひき

ついでいるものである。

石田遺跡の東に隣接して丘陵の西端部にある神代塚古墳は、横穴式石室が露出しており、山陰須

恵器編年Ⅲ期の須恵器が表採されているが、この古墳の年代を直接的に示す資料であるかは確証が

ない。石田遺跡の南東約200mに は神宝古墳群があり、横穴式石室が露出している古墳 もある。

一方西の丘陵には、家形石棺や隆縁石障内蔵の横穴もある穴神横穴墓群や平横穴群など横穴墓が多

く知られている。また、カンボウ遺跡に2)か らは、円筒埴輪を持つ後期古墳が 2基確認された。

なお、石田遺跡のなかでも安来道路建設予定地内にかかるところからは (平成 4年度本調査)包

含層中に少量ではあるが弥生時代後期の上器が出上している。また、建て替えの痕跡を持ち、作り

付けの竃を備えた古墳時代後期の竪穴住居跡や柱穴群、溝状遺構、土坑、古墳時代後期に埋没した

自然河道などを検出した。また、直接遺構にはともなわないものの、包含層中より鎌倉～江戸時代

に至るまでの白磁・青磁・土師質土器 。青花 。伊万里・唐津・備前などの中近世土器や北宋銭、寛

永通宝も出土したことにより周辺に中近世の集落域等が存在した可能性を考えることができる。

参考文献

・錦田剛志「前期古墳の調査―安来市平ラⅡ遺跡 吉佐山根 1号墳―」『島根県埋蔵文化財調査センターニュー

ス』 5号 1993

・ 卜部吉博・丹羽野裕・深田浩・岩橋孝典 他「一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告―Ⅶ一 石田遺跡・カンボウ遺跡 。国吉遺跡J 建設省松江国道工事事務所・ 島根県教育委員会

1994
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(建設省国土地理院発行の 1:50,000の 地形図 。米子を使用)

番号 遺  跡  名 番号 追  跡  名 番号 遺  跡  名 番号 追  跡  名

1 石 田 遺 跡 島 田 黒 谷 H遺 跡 神 宝 古 墳 群 門生古窯跡群高畑地区

2 国 遺 肋 島 田 黒 谷 I遺 跡 油 田 ・ 平 古 墳 群 門生古窯跡群山根地区

3 カ ン ボ ウ 遺 跡 譜 請 場 遺 跡 四 方 神 古 墳 明 子 谷 遺 跡

4 平 ラ H 遺 跡 島 田 南 遺 跡 平 横 穴 群 長 曾 遺 FIN

5 平  ラ I 遺  跡 才  ノ 神 遺  肋 河 原 崎 古 墳 群 大 日 さ ん 古 墳

6 山 ノ 神 遺 跡 逆 峠 遺 跡 八 幡 山 遺 跡 猫 ノ 谷 追 跡

7 徳 津 見 遺 跡 岩 屋 日 遺 跡 茶 屋 畑 廃 寺 長 曾 上 壊 墓 群

8 目 廻 跡 臼 ヨ ク リ 遺 跡 八 幡 山 古 墳 一局 広 遺 跡

9 五 反 田 遺 II 大 原 遺 肋 横 穴 大 神 谷 古 墳 群

陽 徳 遺 跡 宮 内 遠 跡 塚 根 山 古 墳 群 寺 谷 遺 跡

11 陽 徳 寺 遺 跡 国 吉 山 古 墳 群 塚 根 山 横 穴 群 叶 谷 遺 跡

門 生 黒 谷 Ⅲ 遺 肋 佐 古 娯 子 枝 宅 遺 跡 見 女 塚 古 墳

門 生 黒 谷 H遺 跡 六 の 坪 遺 跡 山 ノ 神 古 墳

14 門 生 黒 谷 I遺 跡 神 代 塚 古 墳 松 本 古 墳

島 田 黒 谷 Ⅲ 遺 跡 吉 佐 貝 姫 塚 門 生 ・ 山 根 遺 跡



第 3章 調査の概要

第 1節 遺 構

1区

1区では全体的に表土層が薄く、部分的には黄褐色シルト層が表面に露出するなど遺構の削平が

予想されたが、調査の結果遺構の下半部は残存 していることが判明した。

SD01(第 3図)

1区の北半部をほぼ北流する溝であるが、溝の南側は黄褐色シル トを、溝の北側は調査区の西側

にある御茶屋川の氾濫原にあたる堆積砂礫層をそれぞれ掘削して溝を作っている。幅75～90clll・ 深

さ15～ 30clllを はかる。上層にあたる暗褐色礫混土層・黒褐色土からは古式土師器の壷・甕・鉢など

が出土している。

SB01(第 3図)

3間 (1間は2.lm)分の柱穴を検出したのみで詳細は不明であるが、掘立柱建物に成 り得るの

なら調査区の西側にP-1～ 4に対応する柱穴が存在するものと思われる。

2 区

2区は遺構面の存在する黄褐色シルト層が南側 1/3に しか存在せず、北側は御茶屋川の氾濫原

と考えられる灰褐色砂礫層が厚く堆積 しており、遺構はピット2個 しか確認できなかった。

第 2節 遺 物

1・ 2調査区出土遺物 (第 5図)

1は SD01(溝 1)か ら出土 した古式上師器の甕で、上半部の1/4程度が残存していた。復

原日径18.9clll e胴部最大幅26.Oclllを はかり、全体的に薄くシャープなつくりである。表面は風化 し

ているが、日縁部内外面はヨコナデ調整で、複合日縁はわずかに外反 しながら外傾し、先端は丸み

を帯びながら細く終わる。胴部内面上半は丁寧なユビナデを施し、下半は横方向のヘラケズリを行

-4-



ない器壁の厚さを3～ 4 mmに 整えている。胴部外面は磨滅が激しいが、わずかにハケメが確認でき、

下半には煤が付着している。内面・断面は淡褐色で外面は暗橙褐色を呈している。

2は 1と 共に出土した古式土師器の壺であり、頸部の小片しか残存していないが、比較的薄くシャー

プなつくりである。日縁部は一旦外反した後、わずかに内傾し直線的に伸びるタイプになると考え

箋

勇

鞄

第 2図 石田遺跡調査区位置図 (S=1/4000)

だ
さ

だ
さ

-5-



SDOI土層

⑥褐灰色ンルト
⑦褐灰色砂礫土
③淡黄褐色砂礫土
⑨灰色砂礫土
⑩淡褐色シルト
③央灰色砂
②淡灰色砂礫土
⑬黄褐色砂

第 3図 1区北半部遺構・ 遺物検出状況 (S=1/60)
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2区 西・北壁土層

①競 乱 土
②耕 作 土
③淡紫灰色シルト
⑥炎灰色砂礫土(著干主器を含む)

⑤淡褐灰色砂礫土
⑥地山llA費区色ンルけ
⑦淡紫灰色シルト質土

F

1区 西・北壁土層

①耕作± 1

②耕作± 2

0炎黄灰色土眸炭を合む)

④暗灰色シル ト鉢炭を合む)

⑤暗茶褐色礫混土 (SDOI連 と、■と片、米炭を合む)

③淡灰色シル ト質土

⑦暗責褐色礫混土

③淡紫褐色土 (■善片、木炭を合む)

⑨地山恢jH色■)

⑩地山lFB文褐色ンルト)

①灰褐色土(本炭を査む)

③ 炎茶褐色土

第 4図 調査区全体図 (平面S=1/150・ 断面S=1/75)

9       ,      25m
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られる。内外面ともに淡褐色・断面は淡灰褐色を呈する。

3は SD01か ら出土 した弥生土器の底部で、底径は4.9cmを はかる。外面は淡褐色、内面は淡

灰色、底部外面は黒褐色、断面は灰褐色を呈している。表面は磨滅しており調整は不明。

4は SD01よ り出土 した鉢であり、日径38.9cm・ 胴部最大径37.3cmの 大型品である。日縁部は

一旦外反したあと、外反気味に短く立ち上がり口縁端部は丸くおわり、内外面ともヨヨナデを施 し

ているが特に外面には細かな条痕が残っている。胴部内面は頸部直下より横方向のヘラケズリを行

ない、外面は磨滅のため調整不明である。外面は部分的に黒斑を持つがその外の内外面とも白橙褐

色であり、断面は淡灰色を呈する。

5は 2区暗褐色土中から出土 した須恵器杯蓋である。日縁部は欠損し天丼部 しか残存していない

が、稜は断面三角形の比較的シャープなつくりで、天丼部外面の回転ヘラケズリはほぼ1/2の所

まで達 している。外面は暗灰色で、内・断面は白灰色を呈している。

6は 2区淡灰色砂礫層から出土した弥生中期の短脚台付甕であり、胴部の大半は欠損している。

第 5図  IttSD0 1・ Ⅲ区包含層出土土器 (S=1/3)
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胴部外面は幅 5 mmの ヘラミガキが縦方向に丁寧に施され平滑に仕上がっている。底部内面 には幅

1.5cmの原体によるハケメが横方向に連続的に施されておリクモの巣状の外観を呈 している。脚台

は短 く外側に突出する。内面は黒褐色で外面は灰褐色であるが、底部は若干火に当たっているため

淡赤褐色を呈 し、胴部断面は黒褐色・脚部断面は淡灰褐色である。

7は 2区暗褐色土中から出土 した弥生後期初頭の甕である。小片でしかないが、口縁は一旦外反

した後、内傾 して短 く立ち上がり、端部は丸 く終わっている。 日縁部外面は 2条の退化 した凹線

(幅 4 mm)を 施 している。内外面とも淡黄褐色で、断面は淡灰褐色を呈する。

8は 2区暗褐色土中から出土 した弥生中期の甕である。日縁部の一部 しか残存 していないが口縁

部は外反 した後内傾 して短 く立ち上がり、端部は丸 く終わる。日縁部外面には列点文が施されてい

るが風化のため判然としない。内外面は灰褐色で断面は暗褐色を呈する。

第 4章 まとめにかえて

第 1節 石田遺跡の意義

今回の調査で青木V・ Ⅵ式期 (出雲では鍵尾 2式 。南講武草田 5期)の溝が検出されたことによ

り、 この御茶屋川下流域でも集落が展開 していた可能性が示されたといえよう。出土 した土器は僅

かではあるが、 4の鉢形土器は同時期の上器としては大型で回縁部の立ち上がりが短 く、日縁部内

側のテラス面が広い特徴を持つことなど出雲・伯書の平野部では普遍的なものではなく、弥生時代

後期から大型の鉢を製作する吉備南部に系譜を求めることのできる土器である。胎土は白橙褐色を

呈するため、吉備産とは考え難 く、吉備から人・製作に関する情報の移動があったと思われる。

因幡・ 伯脅・ 出雲など山陰地域では畿内庄内式新段階 (纏向 3式期)に は外部への上器移動は極

めて盛んに行われるが、逆に山陰の内部にもたらされる外来土器は多 くはない。吉備南部系の土器

も弥生時代後期の九重・的場式期には上東式の壺や特殊器台 。特殊壺などがもたらされているが畿

内庄内式に併行する青木Ⅳ～VeⅥ期 (草田 4～ 6期)に は吉備南部地域からの搬入土器 もほとん

ど例を知 らない。中国山地帯の上器 も同様に山陰地域の平野部にはあまり移動 してこないが、今回

石田遺跡で吉備南部系の上器が出土 し、また東隣のカンボウ遺跡から吉備系の上東式の壺や筑前福

岡の下大隈式新段階の袋状口縁壺が検出されたことにより、当地域は少なからず外来要素を受け入

れる地理的、社会的素地があったものと考えることもできよう。以下、出雲・ 隠岐 。伯脅 。因幡な

どの弥生時代後期から古墳時代前期における外来系土器を集成 し、時期 。地域 。その内包する意義
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について述べてみたい。なお、筆者が見落とした資料や誤認 したものもあるかもしれないが、浅学

な筆者の怠慢としてご寛容願いたい。

第 2節 山陰地域内出上の外来系土器について

吉備系土器 (第 1表参照)

吉備系土器は山陰内では、比較的散見できる外来系土器である。特に安来・ 西伯地域を含めた日

野川流域では、弥生時代中期末から吉備仁伍式と類似 した壺類が散見され、従来上東式の壺や分銅

型土製品の搬入か ら説かれていた高梁川～日野川ルー トを通 じた吉備との交流が想定荘①される。ま

た、千代川・天神川・斐伊川などの主要な平野を形成する大河川流域にもコンスタントに吉備系土

器が出土するが量的には多いものではない。

吉備系土器の山陰への搬入 。影響は弥生後期末の的場式 (青木Ⅲ古段階)に ピークを迎え、西谷

3号墳などに代表されるように、特殊器台・ 特殊重の搬入 も見 られるようになるが、それを境とし

て、畿内庄内式に併行する青木Ⅳ～Ⅵ式期にはその数量が激減 している。 この青木Ⅲ古段階から青

木Ⅳ式にかけての断絶は山陰内の四隅突出墓の小型化・土器製作技法の省時間化などにも反映され

ており、山陰内社会の変容 。再編成などが起こった可能性が考えられる。

東海系土器 (第 2表参照)

東海系土器は関東 。中部高地 。北陸など東日本の広い範囲に多量にもたらされており註②、西日本

では畿内を中心に多 く確認され、一部は岡山 。北部九州などにも達 しているが、山陰では兵庫県豊

岡市鎌田若宮 3号墳出土のパ レススタイル壼と鳥取市岩吉遺跡出土の S字甕のみである。

庄内～布留式期の汎日本的な土器移動を概観すると東日本では畿内と東海が主体となっているの

に対 し、西日本では畿内と山陰が主体となって各地に土器や製作技術 。情報を搬入 している。 これ

は畿内政権の施策によって西日本では山陰と、東日本では東海地方と連帯 して地方支配を進めたも

のと理解 しており、山陰系土器が能登・近江・ 伊賀・ 紀伊を境にしてそれより東の地域では激減す

ることと、東海系土器が畿内以西には数点 しか達 していないこと、畿内系土器が東西両日本に強い

影響を与えることからも符合 し、さらに山陰 。東海両地方とも古墳時代中期まで在地的な土器形態

が根強 く残存すること、基本的に外来系土器を受け入れないなど共通点 も多いことなどからも補強

でき、汎日本的視野の中で山陰・東海地域の役割の一角として指摘できる。

上記のことからこの先、山陰地域では発掘が増加 しても東海系土器が次々と発見される可能性は

求心性の強い拠点集落を除いては余 り無いであろう。 この点から見ても岩吉遺跡は鳥取平野を代表
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遺 跡 名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

因幡国府遺跡 鳥取県国府町 装飾壷 包 含 層 鬼川市Ⅲ 1

秋里遺跡 鳥取県鳥取市 甕 SK41 亀川上層 2

岩吉遺跡 鳥取県鳥取市 甕 土坑 SK52 下田所 3

中河原古墳 鳥取県智頭町 甕 古墳封土中 才ノ町Ⅱ 4

後口谷 1号墳丘墓 鳥取県倉吉市 上東式壺 墳丘頂部 鬼川市Ⅲ 5

大峰遺跡 鳥取県東伯町 装飾壺 第 1ト レンチ 鬼)II市 Ⅱ～Ⅲ 6

由良遺跡 鳥取県大栄町 装飾壺 C地区 1ト レンチ 鬼川市Ⅲ 7

東高江遺跡 鳥取県大栄町 甕 2号貯蔵穴 才ノ町Ⅱ 8

加茂遺跡 鳥取県名和町 上東式壷 不  明 鬼ナII市Ⅱ 9

岩屋ケ成遺跡 鳥取県江府町 上東式壷 包 含 層 鬼)II市 Ⅱ

長山馬籠遺跡 鳥取県溝口町 仁伍式 。上東式壷 S101・ SK08等 仁伍・鬼川市 I 11

林ケ原遺跡 鳥取県岸本町 仁伍式壺 第 9土坑 仁伍式 12

青木遺跡 鳥取県米子市 上東式壺 B地区竪穴住居07 鬼ナ|1市 Ⅱ

御立山遺跡 鳥取県境港市 上東式壺 第 3ト レンチ 鬼)II市 Ⅱ ?

長曾土壊墓群 島根県安来市 上東式壷 第24号土壊墓 鬼)II市 Ⅲ

臼コクリ遺跡 島根県安来市 特殊器台・特殊壺 地山直上 鬼川市Ⅲ

鍵尾遺跡 島根県安来市 上東式壺 。特殊壺

小型特殊器台

土嬢墓上面 鬼川市Ⅲ 17

石田遺跡 島根県安来市 鉢 SD01 下田所 本報告

カウカッE-1号墓 島根県伯太町 小型特殊器台・特殊壺 墓壊上面 鬼チII市Ⅲ

的場遺跡 島根県松江市 小型特殊器台・特殊壺 土壊墓上面 鬼川市Ⅲ

西川津遺跡 島根県松江市 高杯 包 含 層 鬼川市 I

タテチョウ遺跡 島根県松江市 甕 包 含 層 鬼川上層

南講武草田遺跡 島根県鹿島町
上東式壺

SD02・ H-2・ 3

土器溜まり

鬼ナII市Ⅲ

竹田遺跡 島根県海士町 装飾壷 溝状遺構 鬼)II市 Ⅲ

西谷 2号墳

西谷 3号墳
西谷 4号墳

島根県出雲市 士霊
士霊
士霊

殊

殊

殊

特

特
特

特殊器台

特殊器台

特殊器台

表面採取
第 1・ 4主体

表面採取

鬼,II市 Ⅲ

同

同

矢野遺跡 島根県出雲市 特殊器台 。上東式壺 表面採取 鬼ナ|1市Ⅲ

庭反Ⅱ遺跡 島根県湖陵町 装飾壺 不  明 鬼川市Ⅲ

第 1表 出雲 。隠岐 。伯脅・因幡出土の吉備系土器

する拠点集落である可能性が高い。

北部九州系土器 (第 3表参照)

常松幹雄氏による北部九州系土器の本州での確認例は 4例 とされていたが註③、近年の調査により
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遺  跡  名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

岩吉遺跡 鳥取県鳥取市 S字状口縁台付甕 SD-10 廻間 2式 3

鎌田若宮 3号墳 兵庫県豊岡市 パ レススタイル壺 第 1主体上面 廻間 1式

第 2表 出雲・伯者・因幡出土の東海系土器

遺  跡   名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

上福万遺跡 鳥取県米子市 霊 S111 西新式古相

島根県隠岐海中 窒 海中 下大隈式

カンボウ遺跡 島根県安来市 霊 Ⅱ区谷部埋土 下大隈式新相

平所遺跡 島根県松江市 直口壺 溝状遺構 下大隈式新相

第 3表 出雲・隠岐 。伯書・ 因幡出土の北部九州系土器

遺  跡  名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

岩吉遺跡 鳥取県鳥取市 伝統的V様式甕・庄内模倣甕 SD10 庄内式新段階 3

西大路土居遺跡 鳥取県鳥取市 第V様式甕 。伝統的第V
様式甕多数

SI-03,SI-04

SI-05・ SI-14

SK-21

第V様式末～

(握向 1式)

庄内式古段階

秋里遺跡 鳥取県鳥取市 河内型庄内式甕

伝統的第V様式甕
庄内式模倣甕

SK49
8層包含層

土坑 SK54

布留式古段階
庄内式新段階
庄内式新段階

２

３４

３５

湖山第 2遺跡 鳥取県鳥取市 伝統的第V様式甕 第 2竪穴住居 布留式新段階

平ル林遺跡 鳥取県倉吉市 伝統的第V様式甕 C地区土抗 C 布留式新段階

伝統的第V様式甕   I C10号住居東土抗 布留式新段階

長瀬高浜遺跡 鳥取県羽合町 伝統的第V様式甕
河内型庄内式甕
河内型 ?庄内式甕

竪穴住居69

竪穴住居138

布留式古段階

庄内式新段階

38

39

尾高城址 鳥取県米子市 河内型庄内式甕 SD02 庄内式新段階

米子城址 鳥取県米子市 伝統的第V様式甕 包含層・土抗 庄内式新段階

夫敷遺跡 島根県東出雲町 伝統的第V様式甕・ 小型

器台・小型丸底壺・有段

旧河道下層 布留式新段階

タテチョウ遺跡 島根県松江市 直口壺・伝統的第V様式甕
布留式傾向甕。大和型庄内式甕

包含層 庄内式新段階

庄内式模倣甕 包含層 庄内式新段階

稲寄遺跡 島根県松江市 加飾二重回縁壺 不  明 庄内式新段階

中竹矢遺跡 島根県松江市 伝統的第V様式甕 SK181 庄内式 ?

南講武草田遺跡 島根県鹿島町

伝統的第V様式甕 。小型器台
加飾二重回縁壷

小型高杯
伝統的第V様式甕・庄内式模倣甕
河内型庄内式甕

小型器台

鉢・小型粗製器台 。直口壺

伝統的第V様式甕・庄内式模倣甕

SD02
SD03
SX06
CD-4区

DE-3区
EF-4区
H-5区

庄内式新段階
庄内式新段階
布留式古段階
庄内式新段階

庄内式新段階
庄内式新段階
庄内式新段階

第 4表 出雲・ 伯脅 。囚幡出土の畿内系土器 (播磨・ 丹波など周辺地 も含む)

※タタキ甕 とそれに共伴す る土器のみ集成 し、布留式土器 は割愛 した
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迫還 跡 名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

打塚遺跡 鳥取県倉吉市 空 包 含 層 布留式古段階

井出狭遺跡 鳥取県淀江町 甕 3～ 5号住居跡 布留式古段階

東高江遺跡 鳥取県大栄町 士霊 2号貯蔵穴 庄内式新段階

第 5表 出雲・ 伯脅・ 因幡出上の東部瀬戸内系土器 (東四国 。播磨・吉備の一部)

遺  跡  名 所  在  地 器 種 出 土 遺 構 時 期 文 献

西谷 3号墳 島根県出雲市 器台・把手付短頸壷

装飾壺・高杯

第 1主体上面 的場式

西大路土居遺跡 鳥取県鳥取市 器台 SI-04 的場式

奈免羅 。西の前遺跡 1鳥取県船岡町 器台 第 4号溝 的場式

第 6表 出雲・ 伯脅・ 因幡出上の東山陰・北陸系土器 (但馬以東)

増加の兆 しが見え、石田遺跡に近接するカンボウ遺跡から下大隈式のこが新たに確認されている。

北部九州系かどうか疑間がのこる上福万遺跡例を含めて 6例が日本海側より出上 しており、僅かで

はあるが、弥生後期には日本海を通 じて九州からの情報 。文物がもたらされたのであろう。しかし、

庄内～布留式併行期になると山陰から北部九州に向けての一方的な土器移動に終始 し、九州からの

土器をはじめとした情報の流入は確認できない。

畿内系土器 (第 4表参照)

ここでは畿内と播磨・丹波など周辺の土器を分別 し得ず、外面タタキ調整を行なう甕とそれに共

伴する土器として集成 しており、布留系土器 も割愛 した。

山陰地域で典型的な河内型・大和型庄内甕の出土は尾高城址・ 長瀬高浜遺跡 。南講武草田遺跡な

どごく僅かであり、あとのものは伝統的第V様式
註④と呼ばれるもので、製作技法などは第V様式の

土器と変わりないものである。畿内地域でも典型的な庄内甕は握向遺跡を中心とする北桜井と大倭 。

柳本古墳群を中心とする南天理に分布する大和型庄内甕
註⑤と河内平野の東大阪・ 八尾市を中心に製

作された河内型庄内甕であり、それが主体的に分布する地域は従来考えられていた範囲より狭 くま

た、庄内甕を製作 している地域でも伝統的第V様式甕がなお使用される。 このことから山陰地方で

出土するタタキ甕 もあまり時代が遡るものではなく、青木V・ Ⅵ～Ⅶ式に降るものが多い。

このように庄内式併行期の畿内系土器 も微々たるもので、畿内系土器が山陰地域に影響を及ぼす

のは布留式期に入ってからであり、その影響力も他地域に比較 して少ないものである。

なお、表には掲げていないが手焙形土器が鳥取県倉吉市三度舞大将塚墳丘墓・ 羽合町長瀬高浜遺

跡 。鳥取市大挽遺跡から出土 しており、 これらも在地の伝統から出自を追 うのは難 しく畿内あるい

は吉備からの搬入が考えられる。
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湖陵町庭反Ⅱ遺跡

出雲市矢野遺跡

出雲市西谷 2～ 4号墳

鹿島町南講武車田遺跡

松江市稲寄遺跡

松江市西川津遺跡

松江市タテチョウ遺跡

松江市平所遺跡

松江市中竹矢遺跡

松江市大敷遺跡

松江市的場遺跡

安来市臼コクリ遺跡

13.安来市長曾土羨墓群

14.安来市鍵尾遺跡

15,安来市石田遺跡

16.安来市カンボウ遺跡

17.伯大町カウカツ遺跡

18.隠岐島沖海底

19,海士町竹田遺跡

20.境港市御立山遺跡

21,米子市米子城址

22.米子市青木遺跡

23.米子市尾高城址

24.米子市上福万遺跡

岸本町林ケ原追跡

溝日町長山)馬籠遺跡

江府町岩屋ケ成追跡

淀江町井出換遺跡

名和町加茂遺跡

東伯町藤森大峰遺跡

大栄町東高江追跡

大栄町由良遺跡

羽合町長瀬高浜遺跡

倉吉市平ル林遺跡

倉吉市打塚遺跡

倉吉市後日谷 1号墳

播 磨

37.鳥取市湖山第 2遺跡

38.鳥取市岩吉遺跡

39.鳥取市秋里遺跡

40.鳥取市西大路土居遺跡

41.国府町因幡国府遺跡

42.船岡町奈免羅 。西の前遺跡

43 智頭町中河原古墳

44.豊岡市鎌田者宮 3号墳

▲
△
●
○

□
■

凡  例

北部九州系土器

東海系土器

東山陰 。北隆系土器

東部瀬戸内系土器

吉備系土器

畿内系土器

第 6図 出雲・ 隠岐・伯者・ 因幡における弥生時代後期～古墳時代初頭の外来系土器分布図
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東瀬戸内系土器 (第 5表参照)

従来あまり注目されてはいなかったが、若千存在が知 られる。井出狭遺跡のものは報告書中では

弥生土器とされているが、東四国の甕 (阿波の黒谷川Ⅳ式註⑥。讃岐の下川津Ⅵ式註①)に類似 してい

る。内面上半が指頭圧痕でなくヨコ方向のヘラケズリであることが相違点であるが、共伴する土器

との年代 も合 うため断定はできないが表に含めた。

東瀬戸内系土器は畿内系に足並みを合わせ、庄内式新段階～布留式にかけて搬入されている。

東山陰・北陸系土器 (第 6表参照)

但馬に隣接する因幡地域では若千出土するが、出雲市西谷 3号墳のものは従来から言われている

ように異色で、 3号墳の被葬者の権力を表徴するものである。

東山陰・北陸系土器は弥生時代末の的場式期に若干搬入されるが、庄内式新段階～布留式にかけ

てあまり山陰内に搬入されず、逆に但馬～能登にかけての地方が一方的に山陰系土器を受け入れて

いる状態である。

第 7表 弥生時代後期～古墳時代初頭の上器移動概a模式表 (山 陰地域を中心 として)
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上記のことから山陰内に流入する外来系土器を青木Ⅳ式期 (庄内式古段階)を境にして前後 2時

期に分割することができる。
註◎

(第 7表参照)

A-1類  弥生時代後期に流入 し、その後途絶えるもの (当地での山陰系土器は庄内式期に搬入が

始まり布留式古段階期にピークを迎える)一一一東山陰 。北陸系土器 。北部九州系土器

A-2類  弥生時代後期に流入 し、その後は微量になるもの (当地での山陰系土器は庄内式期に搬

入が始まり布留式古段階期にピークを迎える)一一一吉備系土器

B-1類  庄内式期に搬入が始まり、布留式にピークを迎えるもの (当地での山陰系土器も同様の

展開をする)一――畿内系土器

B-2類  微量ではあるが庄内～布留式古段階期に搬入されるもの (当地での山陰系土器の出土は、

播磨を除いて微量)一――東海系土器・東部瀬戸内系土器

これによれば、石田遺跡出上の吉備系と考えられる鉢は吉備系土器の山陰内への搬入が衰退する

青木V・ Ⅵ式期≒庄内式新段階)に当たり、やや特異な例と言える。

吉佐の地では東隣のカンボウ遺跡から弥生時代後期の北部九州系・吉備系土器の出土が見 られ、

古墳時代後期には石田遺跡の一角に作 り付け竃を備えた住居が作 られ、風土記に記載されて、当地

に降臨 したと伝えられる天穂日命の墳墓という伝承を持つ神代塚古墳が築造されるなど、各時代を

通 して外来色の強い地域である。 この地は出雲と伯者の国境という地理的性格ゆえ、能義平野 。米

子平野勢力の狭間であり、外部からの貫入 も比較的容易であったと考えられる。

冗長にのべてきたが、山陰内に入ってくる外来系土器、他地域に搬出される外来系土器は比較的

研究の進んでいない分野であり、不明な点が多 く、 これからの研究の進展に期待 したい。
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補  記

上福万遺跡出土の北部九州系土器としていたものは、脱稿後に福岡市教育委員会・常松幹雄によって、山陰

在地の上器と判定された。また、松江市手角町・寺ノ脇遺跡から弥生後期中葉 (山中式中段階)の東海系パレ

ススタイル壷が出土していることを確認した (近藤正 他  「寺の脇遺跡」島根県教育委員会 1969)。 本章を

まとめるにあたって文化課職員の他、常松幹雄・清水真―・松宮昌樹の各氏にご協力頂いた。記 して感謝の意

を表したい。
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1区遺構検出状況

(引 ヒ狽1よ り)

1区遺構完掘状況

(ゴヒ狽Jよ り)

1区北壁

(南側より)
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1区 SD01・ B断面
(】ヒlRlよ り)

1区 SD01・ A断面

(南側より)

1区 SD01遺 物

出土状況

―-22-―



2区完掘状況

(南側より)

1区作業風景
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